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法人概要

2

社会福祉法人光友会は、1977（昭和
52）年に障害者の地域作業所として出発
しました。現在では、神奈川県藤沢市内
を中心に障害者（児）への支援サービス
を行い、神奈川県下の3箇所を拠点にお
よそ50の事業を展開しています。



イキイキチャレンジ活動とは
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職員の働き方などを見直し、働きやすい職場環境、
より質の高い福祉サービスを提供することを目的と
した活動です。改善活動には法人の全職員が参加し
ます。
（今年で10年目）
年1回発表大会を開催し、成果を法人内で共有しま
す。テーマの設定は次の中から選びます。
・３S活動（整理整頓清掃）
・リスク低減
・ロス削減
・マニュアル等からのルール把握
・日々の業務向上を目指し成果を上げた取組
・研修受講から研究活動へ発展させた取組



藤沢北地域福祉部

湘南希望の郷
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みんなに優しい排泄ケア



はじめに
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はじめに

「排泄」
・生命活動によって生じる老廃物、有害な物質を体外に排出する現象

・生きていくために毎日、何回も繰り返し行なわれる現象

・待ったがきかない生理現象

・羞恥心を伴うプライベートな現象

「排泄が障害されることで考えられる影響」
・疾病発症のリスク

・感染のリスク

・介護者への負担の増大

・社会活動参加意欲の低下

「排泄ケア」
・介護の原点とも言える重要なケア

・生きていくうえで欠かせない現象に対するケアであると同時に、

入居者の自尊心を強く傷つける可能性のある非常に難しいケア

・生活全般の支援につながる

6



健康グループの取り組み

•入居者一人一人の健康的な排便の確立に向けての

コントロールを展開

•便秘
未排便3日

自力での排便に伴う苦痛がある

自力での排泄が困難な方

•便秘になると・・・
身体的：腹痛や腹部膨満・食欲不振・嘔気・嘔吐など

精神的：不快感から精神不穏・自傷や他害行為・てんかん発作など
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湘南希望の郷入居者56名中46名（82％）が便秘



便秘の原因と対応
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便秘の原因を5つに分類し、対応をアセスメントし実践した

原因１ 排泄を司る神経損傷

原因２ 運動障害

原因３ 便意があってもう
まく伝えられない

原因４ 食物繊維不足

原因５ 服用している薬の
副作用

対応１ 必要時のお手伝い

対応２ 理学療法士と連携

対応３ 看護師・生活グルー
プ職員の観察眼

対応４ 管理栄養士と連携

対応５ 看護師による薬物療
法のアセスメント



薬物コントロールの代表症例

• M.S氏 56歳 女性 熱中症後遺症による廃用性症候群

入所前から宿便状態

毎日の浣腸と摘便を実施し直腸内の便を無くし、

緩下剤（朝・昼・夕）と週2回の浣腸ですっきり

• Y.O氏 25歳 男性 脳性麻痺

入居して生活スタイルが変わり便秘になる

排便で生活リズムが崩れないようにとの希望があり、

緩下剤と、週2回の浣腸により生活リズムを保つ

• M.S氏 57歳 男性 脳性麻痺、両眼先天性白内障

緩下剤によるコントロール（朝・昼・夕）

軟便の失禁状態のため朝・夕に減量し安定した排便になる
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M.S氏満足度

M.S氏満足度

Y.O氏満足度



生活グループの取り組み

• 排泄ケアの見直し

• 紙オムツ装着方法の標準化
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生活グループの排泄ケアの課題

① 職員個々の技量に任されている
② 尿漏れで洋服が濡れてしまう
③ 紙オムツがずれてしまう
④ オムツ交換に時間が掛かり過

ぎる
⑤ ①から④の課題への取り組みが

不十分

介護場面での排泄ケア

人としての尊厳を守る介護の本質
３K（きつい、汚い、危険）が含まれる支援

排泄ケアに関するアンケートの実施



排泄ケアに関するアンケート
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調査対象 湘南希望の郷生活グループ職員40名

調査方法 回答用紙によるアンケート

調査期間 2023年9月25日～10月6日



排泄ケアに関するアンケート
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アンケート結果①

13



アンケート結果②

14



アンケート結果③
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アンケート結果より（分析）

職員の湘南希望の郷での勤務経験 ・・・ 平均11年

Q７「自分のオムツの装着方法が正しいかどうか分からない」
・・・「はい」 45％

Q８「お手本とするべきものがないので自分なりの方法でしている」
・・・「はい」 50％

Q９「他職員のオムツの装着方法が気になる」
・・・「はい」 78％

Q11「正しいオムツの装着を習ったことがありますか」
・・・「はい」 64％

Q13「自分のやり方に自信がある」
・・・「いいえ」 67％

上記の回答に着目
正しいオムツの装着方法を習っているのに自信がなく
職員オリジナルな方法になっている

オムツの装着方法が統一できていない
16



排泄ふりかえりシート
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実際に職員個々が装着したオムツの状態をふりかえり、データを
集め、現在各個人が行っているオリジナルのオムツ装着を改め統
一した方法とし最終的には入居者一人一人のオムツ装着マニュア
ル作成が必要ではないかと考え「排泄ふりかえりシート」を作成



排泄ふりかえりシート
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収集した情報を入居者毎に1枚のシートへまとめることにより、
その人に合った排泄ケアの方法を見える化



みんなに優しい排泄ケアは・・・

入居者一人一人にあった排泄ケアの提供

健康の向上

生活の質（QOL）の向上

活動性の向上

業務の効率化による職員の心のゆとり

経費削減の期待
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まとめ

•健康グループ
入居者に対してどのような排便ケアをアプローチするに
せよ、健康グループと生活グループの連携が重要。入居
者の健康を守り、幸せな施設生活を提供する上での基本
であることを改めて強く感じることができた。

•生活グループ
アンケートを実施したことにより、職員全体で排泄ケア
を考える基礎ができあがった。今後の施設研修や新人職
員への教育プロセスのひとつとなった。

最後に、多職種連携・多職種協働により、
湘南希望の郷ならではの活動となり、
さらなる一体感の醸成に繋がった。

20


